
府中市新庁舎建設工事 進捗状況（第５回）

【工程表】

年 Ｒ３年（2021年） Ｒ４年（2022年） Ｒ５年（2023年）

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

新
庁
舎

現
庁
舎

準備工事

杭・山留・土工事

地下躯体工事

地上躯体工事

外装仕上工事

内装仕上工事

おもや工事着手
Ｒ3.5月

おもや竣工
Ｒ5.2月

移転準備

現庁舎解体工事

現庁舎稼動

おもやのみ稼動

おもや使用開始
Ｒ5.5月

解体工事着手 Ｒ5.6月

現時点

【配置計画】 【航空写真（R4.2月18日時点）】

敷地面積 １１，０６４．８５㎡

用 途
事務所、図書館、店舗、
駐車場

構 造
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 一部
鉄骨造（免震構造）

階 数 地上６階 地下１階

最高高さ ３０．１４ｍ

延べ面積 ３２，３６２．６７㎡

建築面積 ６，３４９．２９㎡

【建物概要】

移
転

現庁舎
（R5.6月解体着手）

おもや工事現場

（R4.3/14発行）
※次回更新：R4.4/18予定



【平面進捗図】

・マストクライミングと呼ばれる方法で組

み立てました。建物の躯体に台座部分を

固定し、様々なパーツを合わせてクレー

ン本体を組み立てた後、クレーンが、自

ら「マスト(支柱)」を上部に継ぎ足して、

所定の高さまで上がります。

・タワークレーンの運転席は、地上から約

30m上空にあります。オペレーターは、

前面と足元にある大きな窓や「モニター」

の映像を確認しながら、地上にいる作業

員と無線機で連絡して、資材の揚重作業

を行っています。

②

①
断面進捗図
断面位置

③

車両の紹介： ローダークレーン車

・「ローダークレーン車」は現

場で発生したスクラップ（金

属製の廃棄物）を回収する際

に使用します。

・ 「グラップル」 と呼ばれる

部分は、UFOキャッチャー

のように細かい鉄筋材などを

器用に掴み、荷台へと積み込

んでいきます。

③ 【1階】躯体工事

・「油圧ショベル」を用いて、

地下1階の擁壁外周部の埋め

戻し作業を行っています。

・埋め戻しの高さ30cm毎に、

作業員が「転圧機」を用いて、

地盤を締め固めていきます。

転圧機は、上下に跳ねるよう

に動くことで地面に圧力をか

ける仕組みとなっています。

油圧ショベル

グラップル

おもや工事現場

N

構台

・地上1階部分の躯体工事とし

て、「免震上部柱」、「１階

柱」、「梁」の配筋作業を進

めています。

・「梁」に使用する鉄筋は、1本

あたり長さ約5m、重さ30kg

以上あります。そのため、作

業員は、3～4人がかりで1本

ずつ力を合わせて鉄筋を組み

立てています。免震上部柱

マスト

梁

１階柱

支保工足場組立

梁底型枠

台座部分

運転席

② 埋め戻し工事

転圧機
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全景写真 運転席内 モニター

① タワークレーン組立工事



【断面進捗図】

・上階の躯体工事を進めるにあたり、階高が

あるため、「支保工足場」といわれる仮設

の足場を組み立てます。1階部分の配筋、

コンクリートの荷重を受けるため、堅固に

組み立てていて、最も強度がある部分では

約2ｔ(カバ１頭)の荷重にも耐えられます。

・コンクリートは、乾燥収縮に

よりひび割れが発生する材料

です。そのため、壁に「誘発

目地」を３ｍ以内の間隔で設

けて、その位置にひび割れが

発生するようにしています。

・コンクリートの打設前に、壁

の型枠内に塩ビ管を設置し、

ひび割れを誘発しています。

支保工足場

・地下1階の柱の上部に「免震

装置」を設置しています。免

震装置には、免震ゴム、滑り

支承、オイルダンパーの3種

類があります。

・写真の「滑り支承」は、地震

時に上部のプレート部分が水

平方向に滑ることで、地震時

の揺れのエネルギーを逃がす

役割を果たします。

(3) 免震装置設置工事

(2) 【地下1階壁】誘発目地

・支保工足場の内部は、上部からの荷重を

支えるために無数の鉄パイプが組み立て

られています。そのため、昼間でも作業

に十分な光が届かないため、照明設備を

設置しています。

(3)

南側から北側を見た図（※断面位置は平面進捗図に記載しています。）

周辺道路面から

－22m

現在の作業面（周辺道路面からー2ｍ）

（4）【免震上部柱】地組み

・免震装置の上部に設ける柱の

鉄筋組立作業を行っています。

作業を効率化させるために、

「地組み」という方法を行っ

ています。「地組み」とは、

前もって鉄筋を地上（構台

上）で組み立て、組み立てら

れた鉄筋をクレーンにて所定

の位置に設置する方法です。

(2)

木槌

既製杭

滑り支承

構台

(4)

タワークレーン

塩ビ管

免震上部柱

(1)
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地組みした
鉄筋を設置

足場内の様子足場上の様子

(1) 支保工足場組立工事


